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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

本 日の 会議に 説明 の ため出 席を 求め た者の 職氏 名は、 報告 書の

とおり御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

順次発言を許します。

初めに、森谷議員。

〔森谷議員質問席へ〕

○森 谷議 員 お はよ う ござい ます 。新 ファミ リア の森谷 司で ござ

いま す。 １２月 定例 会 のトッ プバ ッタ ーとい うこ とで緊 張し てお

りま す。 今朝、 私は 伊 木市長 の夢 を見 まして 、今 日はい い日 にな

るのではないかなと期待しております。

そ れで は、質 問を さ せてい ただ きま す。ま ず、 学校給 食無 償化

について質問させていただきます。

教 育に は、体 育、 知 育、徳 育、 そし て食育 の４ つがご ざい ます。

子ど もた ちにと って 、 教育は 学校 にお ける義 務教 育の使 命と 役割

があ りま すが、 同時 に 家庭教 育も 大切 であり 、重 要だと 考え てお

ります。



学 校給 食は、 子ど も たちの 食育 の学 びの機 会で ありま すが 、保

護者 や市 民にと って も 、学校 給食 に行 政がど れぐ らいの 熱意 があ

り、 取り 組んで いる の か、こ れは 大き な関心 がご ざいま す。 子ど

もた ちは 未来で あり 、 宝です 。子 ども たちの 未来 投資の ため に安

心・ 安全 な食文 化を 提 供する その 第一 歩が学 校給 食だと 考え てお

りま す。 学校給 食や 有 機農業 につ いて の質問 は、 過去、 私、 ３回

させ てい ただき まし た 。自民 党、 そし て日本 維新 の会、 公明 党の

３党 が、 ２０２ ６年 、 来年の ４月 から 実施を 目指 す、小 学校 の給

食無 償化 をめぐ り、 公 立小を 対象 とし て、保 護者 の所得 にか かわ

らず 、一 律で支 援す る 案を今 、軸 に検 討に入 って いると 聞い てお

りま す。 そして また 、 石破茂 前首 相も 、国会 の参 院予算 委員 会で

給食 無償 化への 取組 を 問われ 、地 産地 消と有 機農 産物を 導入 すべ

きとの考えを示しておられました。

学 校給 食問題 は、 子 どもた ちの 健康 の増進 、そ してま た農 業に

関係 しま すので 、農 業 振興、 また 耕作 放棄地 問題 など、 関連 する

と思いますので、それらの視点で質問させていただきます。

ま ず、 本市の 児童 生 徒のア レル ギー 疾患実 態と 対応に つい て質

問さ せて いただ きま す 。今や 乳児 の約 １０人 に１ 人が食 物ア レル

ギー を持 つと言 われ て います 。そ して 、この ２０ 年間で ２倍 に増

えて いる と聞い てお り ます。 そこ で、 本市の 児童 生徒の 実態 につ

いてお伺いいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 本 市の 児童生 徒の アレル ギー 疾患

の実 態に ついて お答 え させて いた だき ます。 本年 度にお けま すア

レル ギー 疾患を 有す る 児童生 徒の 割合 は１万 1,５ ６ ０ 人 中 ８ ７ ０



人で、 7.５％となっております。１０年前の平成２７年度の１万 2,

４ ５ ５ 人 中 ６ ６ ４ 人 と 比 較 い た し ま す と２０ ６人 、 2.２ ポ イ ン ト

の 増 と な っ て お り ま し て 、お おむ ね増 加傾向 にあ るとこ ろで ござ

います。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 こ こ１ ０ 年間で 児童 生徒 数は減 少し ていま すけ れど

も、 ６６ ４人か ら８ ７ ０人と 、２ ０６ 名増え てる という こと が分

かりました。

次 に、 学校給 食に お いて、 食物 アレ ルギー など の児童 生徒 に対

しての対応をお伺いいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 学 校給 食にお けま す食物 アレ ルギ

ーの 児童 生徒へ の対 応 につき まし ては 、医師 の診 断、指 示に 基づ

き対 応し ている とこ ろ でござ いま して 、対象 の保 護者へ 、毎 月ア

レル ゲン 確認の ため の 詳細な 献立 表を 事前に 配付 いたし まし て、

喫食 方法 を学校 へ報 告 いただ いて おり ます。 この 報告を 基に 、学

校に おき まして 確認 を しなが ら、 保護 者、学 校、 調理場 が連 携し、

安全 を最 優先と した 適 切な給 食提 供に 努めて いる ところ でご ざい

ます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 それで は、 この食 物ア レル

ギー の中 でもグ ルテ ン 、すな わち 具体 的には パン などを 中心 とし

て、 そう いうと きは 、 本市の 場合 、週 または 月に どれぐ らい の日

数で しょ うか。 そし て 、その とき の食 物アレ ルギ ーの児 童生 徒の

対応はどうなってるのかお伺いいたします。



○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 パ ンの 提供状 況と そのア レル ギー

対応 につ いてで ござ い ますけ れど も、 本市に おき まして は、 週１

回、 金曜 日に主 食と し てパン を提 供し ており ます 。また 、ア レル

ギー をお 持ちの 児童 生 徒につ きま して は、保 護者 から給 食の パン

の提 供の 中止を 申し 出 ること が可 能で ござい まし て、そ の場 合は、

パン に代 わる主 食を 家 庭から 持参 して いただ くこ ととし てる とこ

ろでございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 実 は、 私 の孫も ちょ っと 食物ア レル ギー体 質が あり

まして、親が苦労してるなというのは聞いております。

次 にお 伺いい たし ま すのは 、全 国の 学校給 食で 有機農 産物 を取

り入 れて いる自 治体 に ついて 確認 した いと思 いま す。農 林水 産省

は、 有機 農業の 日を 制 定し、 学校 給食 での有 機農 産物等 の利 用を

推進 して おりま す。 そ こで、 この 有機 農業の 日に ついて お伺 いし

たいと思います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 農 林 水産省 が推 進い たしま す有 機農業 の日 は、

毎年 １２ 月８日 でご ざ います 。こ の日 は、平 成１ ８年１ ２月 ８日

に成 立い たしま した 有 機農業 推進 法の １０周 年を 記念い たし まし

て、 平成 ２８年 に記 念 日とし て制 定さ れたも ので ござい ます 。こ

の記 念日 の目的 は、 化 学肥料 や化 学農 薬の使 用を 原則控 える 環境

に優 しい 有機農 業へ の 理解を 深め 、そ の普及 を推 進する こと を目

的としております。

○岡田議長 森谷議員。



○森 谷議 員 こ の記 念 日は、 化学 肥料 や化学 農薬 の使用 を原 則控

え、 環境 に優し い有 機 農業へ の理 解を 深め、 その 普及を 推進 する

との目的であるということが分かりました。

次 に、 関連で です け ども、 農林 水産 省の方 針と 、全国 では 何か

所で この 有機農 産物 を 使った 学校 給食 をされ てい るかを お聞 きい

たします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 私 の ほうか らは 、農 林水産 省の 方針に つい てお

答え させ ていた だき ま す。有 機農 業の 推進に 関す る基本 的な 方針

を令 和２ 年４月 ３０ 日 に公表 して おら れまし て、 有機農 業の 生産

拡大 に向 けた取 組、 有 機農業 の国 産シ ェア拡 大に 向けた 取組 の推

進を 行う ことに して お ります 。ま た、 みどり の食 料シス テム 戦略

の中 で国 産有機 農産 物 を学校 給食 に導 入する 取組 の推進 を掲 げて

おります。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 全 国の 学校給 食で 有機農 産物 を取

り入 れて いる自 治体 の 箇所数 につ いて でござ いま すけれ ども 、農

林水 産省 の調査 によ り ますと 、令 和５ 年度に 学校 給食で 有機 食品

を利用している市町村数は２７８でございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 農 林水 産 省のみ どり の食 料シス テム 戦略の 中で 、国

産有 機農 産物を 学校 給 食に導 入す る取 組の推 進を 掲げて いる とい

うことをまた確認させていただきました。

こ の農 林水産 省の み どりの 食料 シス テム戦 略に おいて は、 ネオ

ニコ チノ イド系 を含 む 従来の 殺虫 剤に 代わる 新規 農薬等 の開 発に



よっ て、 化学肥 料の 使 用量を ５０ ％低 減目標 に掲 げてい ます 、こ

れは ２０ ５０年 をめ ど とした 目標 です けども 。そ してま た、 耕作

放棄 地に 占める 有機 農 業の取 組面 積の 割合を ２５ ％に拡 大す ると

いう目標でございます。

そ こで 、学校 給食 を 有機給 食に する 場合の 効果 、そし て課 題に

つい てお 伺いい たし ま す。２ ０２ ２年 度の日 本の 小麦自 給率 は、

カロ リー ベース で１ ６ ％、生 産額 ベー スでは １５ ％でご ざい まし

た。 これ は国内 で消 費 される 小麦 の８ 割以上 を輸 入に頼 って いる

こと を意 味して おり ま す。食 料安 全保 障の観 点か らも、 また アレ

ルギ ー疾 患の対 策か ら も、小 麦粉 に代 わる食 材と して米 粉が よく

言わ れて おりま す。 ま た、そ れ以 外に グルテ ンフ リーと して のキ

ャッサバ粉も特に今注目されております。

そ こで お伺い いた し ます。 学校 給食 を有機 給食 にする 場合 の効

果、そして課題についてお伺いいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 有 機給 食に関 する 効果と 課題 につ

いて のお 尋ねで ござ い ますが 、ま ず効 果につ いて でござ いま すけ

れど も、 有機農 産物 を 学校給 食に 取り 入れ、 学び につな げる こと

で、 児童 生徒が 食や 農 業、環 境に 対す る理解 を深 める機 会と なり

まし て、 食育の 推進 や 環境教 育な どに つなが る効 果があ るも のと

考えております。

次 に、 課題に つい て でござ いま すけ れども 、高 額とな るこ とが

予想 され ます有 機農 産 物を利 用す るこ とによ り給 食費が 上が り、

負担 が重 くなる こと 、 また安 定的 に大 量の食 材を 調達す るこ とが

困難 とな ること 、さ ら には、 調理 作業 上の負 担も 増える こと が課



題でございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 こ の有 機 給食を 実施 して る、全 国の 中で代 表的 なと

ころ が千 葉県い すみ 市 でござ いま す。 そのい すみ 市の太 田前 市長

の言 葉の 中に、 オー ガ ニック 給食 を始 めて、 どの ような 変化 があ

りま した かとい う質 問 に対し て、 子ど もたち がお いしい と笑 顔で

給食 を食 べてく れて る こと、 給食 全体 の食べ 残し が年々 減少 して

ると 、そ して、 オー ガ ニック 給食 を始 めるこ とで 親御さ んの 意識

が変 わっ てきた とい う ことを 感じ てま すとい うよ うに述 べて おら

れま す。 また、 学校 給 食に使 う有 機米 は、市 が価 格保障 して 購入、

いわ ゆる 公共調 達を し ていま す。 農家 の方も 作っ たお米 の出 口、

生活 が保 障され るこ と で希望 を持 って 米作り を続 けてお られ ます。

地産 地消 におけ るま ち の活性 化や 環境 負荷の 軽減 、地域 のブ ラン

ド化 にも つなが って い ると。 そし て、 日本は 遅れ ていま すが 、行

政に よる 有機農 産物 の 公共調 達は 、ヨ ーロッ パな ど、す ごく 進ん

でいると、これがいすみ市の前市長の答弁でございました。

次 に、 本市の 耕作 放 棄地の 現状 と取 組につ いて お伺い いた しま

す。まず、ここ数年間の推移についてお伺いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 米 子 市の荒 廃農 地の 全面積 は、 令和６ 年度 末で、

再生 利用 可能な Ａ分 類 農地と 、再 生利 用困難 なＢ 分類農 地を 合わ

せま すと ３４４ ヘク タ ールで す。 令和 ４年度 は、 前年度 に比 べ１

９ヘ クタ ール、 令和 ５ 年度は ７ヘ クタ ール減 少い たしま した が、

令和 ６年 度は、 担い 手 農家や 担い 手法 人の撤 退、 農業者 の高 齢化

によ る離 農、不 在地 主 の増加 など の要 因によ りま して１ ６ヘ クタ



ール増加しております。

本 市で は、耕 作放 棄 地の解 消の 取組 として 、基 盤整備 事業 、耕

作放 棄地 再生事 業、 耕 作放棄 地活 用事 業を実 施し ている とこ ろで

ござ いま す。ま た、 担 い手農 家の 規模 拡大を 促進 する事 業に より

まして耕作放棄地の増加防止を図っているところでございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 度 々、 千 葉県の いす み市 のちょ っと 例を出 して 、申

し訳 あり ません けれ ど も、こ こは 、２ ０１２ 年に 市長の トッ プダ

ウン の判 断で協 議会 を 設立し 、そ の当 時、ま だ有 機稲作 農家 はゼ

ロだ った と、そ こで 、 コウノ トリ 米で 有名な 兵庫 県豊岡 市へ 視察

に行 って 、まず 、お 米 から有 機給 食を スター トし ようと いう こと

で始 めた と。最 初は ２ 反とい う小 規模 から有 機米 作りを スタ ート

しま した けれど も、 ２ 年後の ２０ １４ 年には １ヘ クター ルの 田ん

ぼで ４ト ンの有 機米 を 作り、 その 後、 観光農 家へ も広が って 、５

年後 には ５０ト ンの 有 機米を 生産 して るとい うこ とでご ざい ます。

成果 と市 民の賛 同を 受 け、有 機農 業を やりた い農 家が徐 々に 増え

た段 階で 、次に １品 ず つ、例 えば ニン ジンな どの 野菜へ と進 めて

きて いる という こと で ござい ます 。こ の有機 農業 をやり たい 人が

増え 、耕 作放棄 地問 題 の解決 の一 つと なり、 また 移住し てく る人

たちが増えてるとも言われております。

そ こで 、また 質問 さ せてい ただ きま す。数 年間 、地球 温暖 化に

より 農作 物に大 きな 影 響があ った と思 います けれ ども、 本市 の場

合、 どの ような 作物 が どれく らい の被 害があ った のかを お伺 いい

たします。

○岡田議長 若林経済部長。



○若 林経 済部長 Ｊ Ａ 鳥取西 部に より ますと 、近 年の猛 暑に より

まし て、 白ネギ の出 荷 量が激 減し てい るとい うこ とでご ざい ます。

特に 令和 ６年度 の８ 月 から１ ０月 に係 る夏越 しの 出荷量 は、 令和

３年度に比べまして３ 7.６％減少しております。

な お 、 ニ ン ジ ン に つ いては 、大 雨の 影響で 播種 したも のが 、い

わゆ る種 まきで ござ い ますね 、一 部流 された 事例 があっ たも のの、

猛暑 など の被害 はな く 、また ブロ ッコ リーに つい ても、 １０ 月以

降の 冷え 込みや 植付 け 時期を 後ろ 倒し したこ とな どによ る対 策で

被害 を抑 えられ たと い うこと でご ざい ます。 米に つきま して は、

７月 に渇 水期が あり ま したが 、収 量に 影響は なか ったと 伺っ てお

ります。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 関 連の 質 問にな りま すけ れども 、本 市では 、白 ネギ、

ブロ ッコ リーな ど、 頑 張って おら れま すが、 暑さ に強い 農作 物へ

の取組と今後の方向性をお伺いいたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 鳥 取 県の西 部農 業改 良普及 所に よりま すと 、猛

暑で も生 産しや すい 作 物には 、米 、ニ ンジン 、カ ンショ など があ

り、 現在 、ＪＡ 鳥取 西 部でも 、白 ネギ の８月 から １０月 出荷 分相

当の 所得 確保や 、輪 作 品目と して ニン ジンや カン ショの 生産 拡大

を検討されているところでございます。

本 市に おきま して も 、引き 続き こう した関 係機 関と連 携い たし

まし て、 暑さに 強い 品 目の導 入に つい て必要 な支 援を行 って いき

たいと考えております。

○岡田議長 森谷議員。



○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 地球温 暖化 によっ て、 暑さ

に強 い農 作物が 大き な 課題だ と思 って おりま す。 今まで 、沖 縄県、

鹿児 島県 で主に 栽培 さ れてい た農 作物 が、現 在、 この温 暖化 とい

うことで、本州でも可能な事例が生まれております。

私 は１ １月に 福山 市 、そし て赤 穂市 に視察 に行 ってき まし た。

そこ で、 耕作放 棄地 を 活用し て、 有機 野菜作 りに 取り組 んで いる

実情 をま た勉強 して き ました 。そ の中 で、暑 さに も強い とい うこ

とも 含め て、ス ーパ ー フード のモ リン ガ、ビ ーツ 、また 小麦 に代

わる グル テンフ リー の キャッ サバ など 、いろ いろ と挑戦 して おら

れました。

有 機野 菜を使 った 学 校給食 は、 健康 志向の 強い 、また 食物 アレ

ルギ ーの お子さ んが い る家庭 など 、子 育て世 代の 若い層 に好 印象

を持 たれ 、若い 世代 の 移住定 住に 影響 するも のと 思いま す。 した

がっ て、 スター トは 週 に１回 のパ ンを 中心と した その日 を有 機給

食の 日に すると か、 ま たその 日は お米 を使用 した パンと か、 有機

農産 物の 献立を 考え る 等々、 でき ると ころか ら、 また可 能な とこ

ろから考えていただけたらというふうに思っております。

学 校給 食に有 機野 菜 を積極 的に 取り 込んで いく 施策に つい て、

教育長の御見解をお伺いいたします。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 学校 給 食に有 機農 産物 を使用 する ことに つい ての

見解 をと のこと でご ざ います 。有 機農 産物の 利点 に一定 の評 価が

ある こと は、議 員に 紹 介いた だき まし たよう に、 私も認 識は して

おり ます 。しか しな が ら、高 額と なる ことが 予測 される 有機 農産

物を 使用 するこ とは 給 食費の 負担 を重 くする こと になり ます 。ま



た、 毎日 、１万 3,０ ０ ０ 食 に も 及 ぶ 大 量 の 食 材 を 安 定 的 に調 達す

ると いう ことは 困難 な ことな どか ら、 有機農 産物 を学校 給食 に導

入することは考えていないところでございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 教育長 の見 解は十 分理 解す

ると ころ であり ます け れども 、私 がこ こで申 し上 げたい こと は、

既に ３０ ０近い とこ ろ でこの 有機 給食 を実行 され ている とい う面

では 、そ ういっ たと こ ろの自 治体 に出 向いて 、身 近には 兵庫 県の

豊岡 市も そうな んで し ょうけ ども 、そ こで調 査し 、また 研究 して

いた だけ たらと いう ふ うに思 って おり ます。 どの 自治体 も１ 年、

２年 では なくて ５年 と か、か なり の年 数をか けて 、試行 錯誤 の上

に実現をされてるというふうに伺っております。

農 林水 産省の みど り の食料 シス テム 戦略推 進総 合対策 によ り、

有機 農業 の面積 拡大 に 向けて 、地 域ぐ るみで 有機 農業の 生産 から

消費 まで 一貫し て取 り 組む、 これ がオ ーガニ ック ビレッ ジ宣 言の

目的 でご ざいま す。 学 校給食 は、 単に 給食云 々と いう範 疇で はな

く、 子ど もの心 身の 健 康、未 来人 材へ の投資 、衰 退しつ つあ る農

業問 題と 耕作放 棄地 問 題など の多 様な 課題に 関わ るテー マで ござ

いますので、最後に市長の見解を伺いたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 学 校給 食 に有機 農産 物を 使用す るか どうか につ いて

のお 尋ね でござ いま す が、そ の狙 い等 につき まし ては、 議員 がお

っし ゃる とおり で、 私 もそれ は同 意す る部分 があ ると認 識し てお

りま すが 、これ を実 際 に導入 する かど うかと いう ことに つき まし

ては 、先 ほど教 育長 の ほうか らも 答弁 があっ たと おりで ござ いま



すし 、ま たそれ に加 え て申し 上げ ると するな らば 、現在 の学 校給

食、 米子 市のも ので あ っても 、学 校給 食の衛 生管 理基準 に基 づい

て選 定し たもの であ り ますの で、 安全 面にお いて も十分 これ は確

保で きて いると いう 認 識でご ざい ます ので、 そう いう意 味で 、現

時点 にお いて、 有機 農 産物を 学校 給食 に導入 する 考えは 持ち 合わ

せていないというとこでございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 あ りが と うござ いま す。 何度も 申し 上げて ます けど

も、 本当 に実行 する と いうの は、 本当 、いろ んな 課題が ある のは

重々 理解 してお りま す ので、 ぜひ 身近 な豊岡 市と か、ま たい ろん

なと こに 、既に 実行 さ れてる とこ ろで 、視察 に行 ったり 、研 究、

検討 して いただ けた ら という こと を、 前向き に検 討して いた だけ

たらということをお願いいたします。

次 に、 第２の 質問 に 入らせ てい ただ きます 。太 陽光パ ネル の廃

棄問題についてでございます。

こ れは 令和５ 年１ ２ 月にも 質問 した 内容で あり ますけ れど も、

２０ ３５ 年には 太陽 光 パネル の廃 棄問 題が大 きな 政治課 題に なっ

てお りま す。太 陽光 パ ネルの 廃棄 処理 問題は 、将 来の風 力発 電の

廃棄 処理 問題に も関 連 する課 題だ と思 います 。高 市首相 は、 政権

発足 に当 たり、 自民 党 と日本 維新 の会 が１１ 月２ ０日で すか ね、

交わ した 連立政 権合 意 書で、 我が 国に 優位性 のあ る再生 可能 エネ

ルギ ーの 開発を 推進 す るとし 、地 熱発 電の推 進も 明記さ れま した。

さら に、 高市首 相は 環 境副大 臣に 、太 陽光パ ネル の廃棄 問題 など、

再エ ネの 負の部 分を 訴 えてい た青 山繁 晴氏を 起用 するな ど、 メガ

ソーラーの規制を強化する姿勢をまた鮮明にしておられます。



そ こで 、本市 にお け る再生 可能 エネ ルギー につ いてお 伺い いた

しま す。 まず、 本市 の 再生可 能エ ネル ギーの 種類 とその 割合 につ

いてお伺いいたします。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 環境省 の資 料、 自治体 排出 量カル テの 直近

デー タに よりま すと 、 本市の 再生 可能 エネル ギー の種類 とそ の割

合は 、太 陽光発 電１ ０ キロワ ット 以上 が６３ ％、 太陽光 発電 １０

キロ ワッ ト未満 が１ ０ ％、バ イオ マス 発電が ２７ ％とな って おり

ます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 次 に、 そ の中で 米子 市内 の太陽 光パ ネルの 設置 の現

状についてお伺いいたします。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 米子市 内の 太陽 光パネ ルの 設置の 状況 とい

うこ とで お答え をさ せ ていた だき ます 。民間 企業 や個人 宅に 設置

され てい る太陽 光パ ネ ルにつ きま して 、全貌 を把 握する こと は困

難で ござ います が、 例 えば民 間企 業が 設置し たメ ガソー ラー につ

きま して は、崎 津地 区 にある ソフ トバ ンク鳥 取米 子ソー ラー パー

クが 約４ 万 2,０ ０ ０ キ ロ ワ ッ ト 、 淀 江 地 区 に あ る 鳥取・ 米子 メガ

ソー ラー 発電所 は約 ２ 万 9,０ ０ ０ キ ロ ワ ッ ト の 発 電 出 力 が あ り 、

いずれも１０万枚以上の太陽光パネルを設置しておられます。

ま た、 本市は 、環 境 省から 脱炭 素先 行地域 に選 定され 、公 共施

設等 で使 用する 電力 を 太陽光 パネ ルに より創 出す るため 、令 和４

年度 から 令和８ 年度 に かけま して 、水 道局に 3,０ ０ ０ キ ロ ワ ッ ト、

そ の 他 の 市 有 施 設 に ８ ００キ ロワ ット 、荒廃 農地 に 8,０ ０ ０ キ ロ



ワットの太陽光発電設備を導入することとしております。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 本 市に お ける太 陽光 パネ ルの設 置状 況を確 認さ せて

いた だき ました のは 、 次の、 今後 、廃 棄問題 に関 係する から でご

ざい ます 。日本 には 8,０ ０ ０ 万 枚 、 約 ８ ０ 万 ト ン が ２ ０ ３ ５ 年前

後に廃棄ピークを迎えると推定されております。

そ こで 、太陽 光パ ネ ルの本 市の 現在 の枚数 と本 市の２ ０３ ０年

代に廃棄すべき量はどれぐらいかをお伺いいたします。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 先ほど も答 弁さ せてい ただ きまし たけ ども、

本市 にお ける民 間企 業 や個人 宅に 設置 されて いる 太陽光 パネ ルに

つき まし ては、 設置 枚 数及び 廃棄 量を 把握す るこ とは困 難で ござ

いま すが 、ＦＩ Ｔ（ 固 定価格 買取 制度 ）開始 後、 太陽光 パネ ルの

設置 が急 速に進 んだ こ とで、 太陽 光パ ネルの 寿命 と言わ れて おり

ます ２０ 年から ３０ 年 先に当 たる ２０ ３０年 代に は大量 の廃 棄が

想定されているところでございます。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 設 置枚 数 及び廃 棄量 を把 握する こと は難し いと いう

答弁 でご ざいま した が 、そう しま すと 、次に 、廃 棄量が 急増 する

と、 その 廃棄及 びリ サ イクル につ いて の課題 が出 てくる と思 いま

す。

そ こで 、この 廃棄 と リサイ クル の現 状につ いて お伺い いた しま

す。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 Ｆ ＩＴ 開 始直後 に設 置さ れまし た太 陽光パ ネル の多



くは 、先 ほど御 質問 ご ざいま した けれ ども、 その 多くは ２０ ３０

年代 に寿 命を迎 える と 見込ま れて おり ます。 そこ で、太 陽光 パネ

ルの リサ イクル につ い て大き な課 題が あると いう ふうに 認識 をし

ているとこでございます。

本 市と いたし まし て は、全 国市 長会 を通じ まし て、太 陽光 発電

設備 の撤 去や廃 棄が 適 正かつ 確実 に実 施され ます よう、 リユ ース、

リサ イク ルや適 正処 理 に関す る制 度、 発電事 業の 終了時 など に適

正に 対応 するた めの 仕 組みな どを 早急 に構築 し、 実施す るこ とを

重点提言として国に要望しているところでございます。

使 用済 みの太 陽光 パ ネルの 処分 や処 理につ きま しては 、廃 棄物

処理 法に 基づき まし て 、産業 廃棄 物と して排 出事 業者の 責務 にお

いて 適正 に処理 を行 う 必要が ござ いま す。本 市に つきま して は、

現在 、産 業廃棄 物に 係 る指導 権限 を持 つ鳥取 県と 連携を しな がら、

適正 な処 理に向 けた 周 知・啓 発に 努め ている とこ でござ いま す。

そし て、 今後も 、国 に おける 太陽 光パ ネルの リサ イクル 化の 検討

を踏 まえ つつ、 引き 続 き廃棄 物の 適正 処理に 向け て、国 や県 と十

分に連携をしてまいりたいと考えております。

○岡田議長 森谷議員。

○森 谷議 員 日 本海 新 聞の今 年の ８月 ２７日 、太 陽光パ ネル 再利

用義 務化 断念と いう 記 事が出 てお りま した。 ２０ ３０年 代後 半以

降に 大量 のパネ ルが 寿 命を迎 えて 、廃 棄され る見 通しの ため 、義

務化 を検 討して きた が 、政府 は使 用済 太陽光 パネ ルのリ サイ クル

義務化を断念する方針を固めたということでございます。

課 題と して、 太陽 光 パネル は、 有機 物質で ある 鉛やカ ドミ ウム、

セレ ン等 を含ん でお り 、人体 や生 態系 に悪影 響を 及ぼす こと が懸



念さ れて おりま す。 あ と問題 点と して は、所 有者 不明や 倒産 事業

者の パネ ルが放 置さ れ る懸念 があ ると いうこ とと か、一 部で は、

不法 投棄 や悪質 処理 も 発生す る可 能性 がある とい うこと であ りま

すの で、 環境問 題と 人 間の健 康問 題に 直結し てお ります ので 、不

法投 棄問 題にな らな い ように 、そ のよ うな事 態に ならな いよ う、

行政 とし てもし っか り 指導、 監督 をお 願いい たし まして 、私 の質

問を終えたいと思います。


